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両球間交述と学習の両球間転移’

lnterhemisphericCommissuresandlnterhemisphericTransferofLearning

渡辺茂

ｓ"jgF'wWtztαｿ､be

Experimentalresearchesoninteroculartransferoflearningwerecriｔｉｃａｌｌｙｒｅｖｉｅｗｅｄｔｏ

ｄｅｔｅｒｍｉｎｅｔｈｅｉnterhemisphericcommissuresnecessaryformterhemisperictransfer、Itcould

beconcludedthatsllperiorfrontal-verticaltractisnecessａｒｙｆｏｒｔｈｅｏｃｔｏｐｕｓ，ｓｕｐｒａｏｐｔｉｃ

ｃｏｍｍｉｓｓｕｒｅｆｏｒｔｈｅｆｉｓｈａｎｄｔｈｅｂｉｒｄ，andanteriorcommissureandspleniumforthe

chiasm-sectionedmonkey・Sectionofcorpuscallosumcauseddeficitsofinteroculartransfer

ofpatterndiscriminationinthechiasm-sectionedcats，Buttransferofeasybrightness
discriminationwasobservedwhenintercouicularcｏｍｍｉｓｓｕｒｅｗａｓｉｎｔａｃｔｉｎｔｈｅｓｅｃａｔｓ・

Incompletetransferwasobtainedfromthecallosum-sectionedrats・

Ｍｏｓｔｏｆｔｈｅｒｅｓｅａｒｃｈｅｓｗｉｔｈｆｉｓｈａｎｄbirdssuggestalateralizationoflearningwith
unilateralinput・Ｒｅｓｕｌｔｓｗｉｔｈｍｏｎｋｅｖｓａｎｄｃａｔｓｗｅｒｅｎotconclusive,however，］ateralization￣

ｏｆｄｉｆｆｉｃｕｌｔｔaskswasoftensuggested．

高等動物は一般的に左右相称の体制をしており，この

片側の受容器（又は効果器）を用いた訓練の効果が，他

の側でも見られる事を学習の両側間転移という。両１１１１間

転移は中枢神経系のレベルでは両球間転移（Interhemi‐

spherictransfer)であり，これを保証しているのは両球

間交連（Interhemisphericcommissure）である。両球

間転移の問題は，まずどの交連が転移を担っているかを

同定する事から出発する。

その為には，通常図１ａに示される様に，交連を切断

しておいてから,－側性訓練を行い，その転移を検討す

る事が行われる。転移が認められなければ，転移はその

交連が担っていたとされる。

しかし，この場合には，交連切断が－側性入力にもと

づく両側性の記’臆形成を阻止した為に転移が認められな

いのか，非訓練側入力が訓練半球に伝達されない事によ

って転移が阻止されたのかが決定されない。即ち，記憶

の書き込み（write-in）過程で転移を阻止したのか，読

み出し（read､out）過程で阻止したのかが不明なままで

ある、図１．ｂ,ｃは－側性訓練を行った後に交連切断を行

う事を示している。この場合には訓練中は交連が完全で

あり,転移テストの時には切断されているから，もし転

移が認められれば，記憶は両側Ｉ性に形成されていた事に

なる（図’ｃ)。他方，転移が認められない場合には，正

常な個体での転移は訓練側半球に形成された記憶を，非

訓練側入力によって読み出す事にもとづいていると考え

られる（図ｌｂ)。

本論文は，主として両眼間転移を担う交連を同定する

為の文献研究である。

タコ

Muntzの一連の研究により図形弁別の両眼間転移が

正常個体で認められている（Muntz，1961a,ｂ,ｃ,1962)。

但し，訓練眼での正反応率が70％以下の時には，転移は

認められない、タコの視葉は２つの重要な交連(ventral

opticcmmissureとdorsalopticcommissure）で結

合されているが，更に垂直葉系内にsuperiorfrontal‐



社会学研究科紀要第１９腓１９７９5２

よって様相が異り（McCleary，1960；1961)，又，非訓

練眼での同一課題習得に対する促進的な効果としては認

められない場合でも．逆転課題習得に対する阻害効果と

しては認められる場合もあり（岩井，1976)，一定では

ない。しかし，訓練方法等が一定の条件を承たせば，両

眼iI1il匝移そのものは認められている（Ingle，1965；1967．

Sllapiro，1965,Capmpbell，1971)。

McCleary（1960）はキンギョの心拍分化条件づけが

回避条件づけでは転移が認められない条件下（具体的に

は，単眼訓練的に眼に覆をする条件，これに対して，覆

を使わずに体軸の一方向から刺激を側面呈示する条件で

は回避条件づけでも転移が見られる）でも転移が認めら

れる事から，感覚性転移（sensorytransfer）と感覚一

運動性転移（visio-motortransfer）の分離を主張した。

その後，LeeTeng(1966）はキンギョで覆を用いてシ

ャトル箱による弁別回避条件づけを２課題続けて実験し

た所，第１課題では転移が認められないものの，第２課

題では転移が見られる事を報告し，岩井（1976）もキン

ギョで通常では転移が見られない場合も過剰訓練を充分

行えば転移が認められるとしている。これらの事は，運

動樅反応そのものが充分訓練されていれば，刺激統制の

岻移が認められる事を示唆している。

サカナにおける両球間交連は中脳では被蓋交連（tec‐

talcommissure）と後交連（posteriorcommissure)，

前脳では前交連（anteriorcommissure）と視床レベル

の視交又上交連（supraopticcommissure)2である。

以下その切断実験を検討する。

Ｍａｒｋ（1966）はシクリッドフィッシュ（As/rmzoll《s

Occ/に、s）の被蓋交連切断後の跳躍反応による図形弁別

の両眼間転移が認められないとした。その後Ｍａｒｋら

(1973）もキンギョとコイの後交連又は被蓋交連の訓練前

切断を行い，シャトル箱での色弁別が被蓋交連切断によ

り阻害される事を報告している。

しかしながら，Ingle＆Campbell（1977)はキンギョ

を用いて，被蓋交連切断が回避条件づけの転移を阻害す

るものの，各眼で色弁別訓練を行った後に被蓋交連切断

を行って縦横弁別の単眼訓練を行うと，その転移は認め

られたとしている。彼等の例では，後交連，削交連の切

断は効果を持たないが，視交又上交連を切断すると転移

は全く見られなくなっている。又,Yeo＆Savage(1975）

はキンギョで縦横刺激を使った心拍分化条件づけの転移

が被謡交連の訓練前切断によって阻害されないとしてい

る。これらの実験とＭａｒｋとの差は肋述の感覚性転移

と感覚-運動性転移との相違として理解される。

MONOCULAR

TRAINING

TRANSFEl（

Ｔｌ{AINIＮＧ

ＵｊＤ－ｑｉＤ

ｌＵ二Ｄ－ｑｊＤ

ｐｂ－⑰
図１交通切断実験の藤木構造（ハトの場合）

大きな半円は半球を，間の矩形は交連を，そして小さ

な円は眼を示す。ａは交連切断を行ってから右眼単眼訓

練を行う事を示す。記憶は使用眼対応半球に限局して成

形される（半球内の黒円)。左眼による訓練で転移が認
められなければ，切断した交述が転移を担っていた齋に

なる。ｂ,ｃは右眼訓練後に交通切断を行う事を示す。交

連が正常な時点で記憶が一側性に形成されていれば(b)，

転移はみとめられず，両側性（c，半球内の燥円と白円）

であれば，転移は認められる（渡辺１９７８より)。

ｌ／
＆

verticaltractがある。Muntz（196ｌｂ）は単眼訓練前

にこれを切断すると，他の交迎が完全であっても転移が

認められないとしている。又，垂直葉破壊はその程度に

応じて転移を阻害したという。

Muntz（1961ｃ）はsuperiorfrontal-vertical-tract

の単眼訓練前切断，訓練後切断を行い，前者では非訓練

眼での正反応率が偶然水準に下るのに対し，後者ではそ

れ程低下しない事，及び単眼訓練後の訓練側又は非訓練

側視葉の－側性破壊によっても転移が阻止されない事か

ら，単眼訓練時に記憶が両側性に形成されるとしてい

る。

なお，Muntz（1962）は非訓練眼での般化勾配が訓練

眼のものよりゆるやかである事から，neuralrepre

sentatianは交連を介する事によりその弁別性を低下す

る事及び，両眼間転移が受容器般化（receptorgenera‐

lization）として解釈できる事を主張している。

サカナ

魚類における両眼間転移は反応測度や刺激呈示方法に
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上交述を介している。従って，解剖学的には視交又上交

連が鮫も重要な両球lHd連絡路とも考えられる。

交連切断実験はハトの同時弁別において訓練前切断が

行われている（Burkhalter＆Cu6nod，1978,Cu6nod，

1973,Cu6nod&Zeier,1967,Meier＆Cu6nodl97q

Meier，1971)。どの例でも結果がバラついているが，視

交又上交連切断によって転移が強く阻止される点では一

致している。又，前交連，後交連及び被蓋交連の切断は

いずれも決定的な効果を持っていない。

ハトの単眼訓練後の視交又上交連切断については渡辺

(1978)が予備的な報告を行い，転移に対する阻害効果を

述べている。この事は単眼訓練時の記憶の－側性形成を

示唆するものであり’Watanabe（1978)，伊藤ら（1972）

4>ハトの単眼訓練後に－側性の拡延性抑圧（spreading

depression）を用いてⅥ及びＦＲ下のスケジュール統制

行動が訓練半球の抑圧により消失する事を述べている。

Cu6nod(1973）は視交又上交連切断とWulst8の一側

性破壊を併用し，各眼で弁別訓練を行うと，破壊半球に

対応した使用眼条件での学習が停滞するが，視交又上交

連切断のみ又はＷｕｌｓｔ－側破壊のみではこの様な効果

は出現しないとした。従って，単眼訓練の記'臆形成は正

常個体では対応半球に限局しているものの，非対応半球

がその機能を代替し得ると考えられる。

視床腹側部の－側性破壊を行ってから各眼で弁別訓練

を行うと，困難な図形弁別では破壊側に対応した使用眼

条件での弁別形成に正常側のおよそ倍以上の訓練を要し

たが，明度弁別ではこの様な効果はなかったという

(Maier＆Tanaka,1972)。但し，両眼同時弁別の破壊実

験では視床破壊は一般的に明度弁別，図形弁別ともにそ

れ程菰大な効果を生ぜしめていない（Hodos＆Karten，

1966,Hodosら，1973,Hodos＆Bonbright，1974)。

一方，単眼訓練後の被蓋一側性破壊は対応眼での弁別

の保持，両眼間転移ともに障害を生ぜしめていない

(Mello,1968)。但し，両眼訓練の破壊実験では被蓋は学

習性のものより，感覚容量（sensorycapacity）に関与

するという指摘もなされている（Jarvis，1974)。

次にトリの幼体での実験を検討する。Benowitz(1974）

はヒヨコがＭｅＡを塗布したビーズをつつかなくなる事

を利用し，高線条体（hyperstriatum）を－側住に破壊

した後もⅢ対応眼，非対応眼どちらでもその学習ができ

る事を報告している。Greif（1976）も同様の実験で－側

性破壊の効果がない事を述べている。

刻印づけについては，両眼間転移をMoltz＆Stett．

、eｒ（1962）がペキンダックの追従反応において認めた。

従って，刺激統制そのものの転移には被蓋交連は必ず

しも必要でなく，むしろ視交又上交遮が完全である蝋が

必要と考えられる。その他Savage（1969）は前交連の

訓練前切断，訓練後切断がともに回避条件づけを用いた

縦横弁別の転移を阻害したとしており，被蓋交連ととも

に前交連も前述の感覚-運動性の転移には関与している

可能性がある。

レスポンデント条件づけについてはBernstein(1962）

が色刺激に対する心拍分化条件づけに対する前脳破壊の

決定的な効果を認めていない。他方，Savage(1969）は

シャトル箱の回避条件づけを各眼で訓練した後に前脳一

側性破壇を行うと，対応眼を使用した時には正反応率が

偶然水準にまで低下する事を報告している。従って，オ

ペラント弁別に関しては訓練眼に対応した半球にHdIlliiが

限局とされていると考えられる。その他，Regenstein

(1968)は視床下部後部の一側性破壊を行っているが明瞭

な結果は得られていない。

トリ

鳥類ではニワトリ，ハト，ジュズカケバト，ペキンダ

ック，ガチョウ及びカモメ（ＬａｒＪｲｓｄｃ/α"αｉｓ）で両眼間

転移が検討されている(Menkhaus,1957,Melloら,1963

Ogawa，1966．Catania，1965,Watanabe，１９７４ａ，ｂ；

1975、Siegel，1957,Konermann，1966,Stevens＆

Klopfer,1977,Demarestら，1977)。正常な個体でのオ

ペラント弁別の転移は，跳躍台を使って刺激を垂直に呈

示する場合（Levinel945；1952,Graves＆Goodale

l977）を除き，継時弁別，同時弁別を問わず，転移が認

められている。

又，レスポンデント条件づけについても，電撃をＵＳ

とした３１つこみ反応では転移がニワトリ・ハト・カモメ

で認められており（Stevens＆Klopfer，1977,但し

ＵＳが大きな音や傘を開く事であった場合には転移が見

られない)，光刺激をＣＳ，電撃をＵＳとした心拍条件づ

け（三原ら1978)，閃光刺激をＣｓ,ＣＯ２をＵＳとした

心拍条件づけ（高田ら1972,小美野ら1973)においても

両眼間転移は認められている。

鳥類の視覚径路には視床径由路(thalamo-fugalpath‐

way）と被蓋経由路（tecto-fugalpathway）がある。

前者では視交又上交連が主たる両球脚連絡路であり，後

者においても被蓋第４屑は被蓋交連を介して対側被蓋第

３．４層及び前被蓋頒野（pretectalarea）に連絡があ

るものの，対側の円形核（nucleusrotundus)や前被蓋

核（pretectalnucleus）に到達する径路はやはり視交又
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その後，KIopfer（1973）は刻印対象（三角錐）とトリの

模型との選択において転移を認めなかったが，Ｄｅｍａ‐

restら（1977）は刻印対象（三角錐）と同程度の誘引度

しかない六面体との選択では転移が認められる事から，

Klopferのデータは選択にトリの模型を使った為の人工

産物であるとしている。IIornら(1973)はＣ:〔5ｌｌＩＩ〕uracil

を用いて，正常なヒヨコで閃光に単眼で刻印づけた場合

には両半球間で放射能活性に差がないが，視交又上交連

を切断しておくと，Wulstでは訓練側の方が活性が高い

事を報告している。

従って，これら初期学習の実験結果は，Ｉｊ１述の成体の

場合と異り，正常個体での単眼入力による両側性記憶形

成を示唆する様である。

その他，初期感覚遮断についてはSiegel（1952;1953）

がジマズカケバトで両眼間転移に対する一定の効果を認

めており，ハトではBurkhalter＆Cu6nod（1978）が

単眼遮断，両眼遮断，各眼交互遮断の３群を設け，後の

２群では図形同時弁別の転移が正常である４１，及び第１

群では遮断眼から正常眼への転移はないのに対し，その

逆方向の転移はある事を報告している。

又，学習性のものではないが，Strata（1964）はアト

リ（』滅泌gﾉﾉﾉαCOCわりs）のハク製のフクロウに対するモ

ッピング行動が，－側半球破壊により対応眼使用条件

では消失する綱を報告している。

では傾き弁別の節約率が正常群９７％が切断群89％に，

図弁別では正常群100％が切断群７３％で，やや効果が

認められるが(Levinson＆Sheridan，１９６９より渡辺が

計算)，脳梁が決定的な役割を果しているとは考えられ

ない。

これらの実験では視交又の統制が不充分であり，且つ

他の交連の切断も行われておらず，ネズミについては，

脳梁のみが転移を扣っていないというｌｌｉ以外は不明であ

る。

シロネズミでは，使用眼の対応半球視覚領の一例性破

壊により縦;横弁別ができなくなるが(Creel＆Sheridan，

1966)，ズキンネズミで各限で図形弁別を訓練した

後に－側性破壊を行うと，対応眼を使う条件では正反応

噸が低下するが，その条件下での再学習が可能であった

(Muntz＆Sutherland,1964)。但し，前述した様にズ

キンネズミは視交又が不完全交又であるので，この結果

はその意味ではむしろ当然と考えられる。

拡延性抑圧を用いた実験ではBure§ＯＶＡ＆Nadel

(1970),Bure5ovdら（1971）がズキンネズミの単眼明度

弁別の一側性又は訓練半球に優位な記憶の形成を報告し

ている。

モルモット

モルモットについての交連切断の実験はないが，正常

個体では縦横弁別，明度弁別とも両眼間転移は認めら

れ，又，ネズミで見られた様な白色系と有色系との差は

認められていない(Petre＆Sheridan’1966,Levinson

＆Sheridan、1967,Lynch＆Sheridan，1970)。

ネズミ

ネズミでは両球間連絡路として脳梁（corpuscallo、

sum）が出現する。シロネズミのiimi眼間転移は古くは

Lashley(1924)が報告しており，その後,明度弁別,図形

弁別ともに転移が認められている(Sheridan＆Shrout，

1965,Ｔｅｍｐｌｅ＆Sheridan,1969)。ネズミの実験では

非訓練眼による学習での節約率が指標とされる事が多

く，又実験手続も異るので比較しにくいが，一般的には

トリよりも転移の程度が低い様である。

又，シロネズミは視交又（opticchiasm）が完全交又

に近いが，ズキンネズミでは同側性投射が強く（Choro‐

ver＆Chase，1968)，両眼間転移についても，ズキンネ

ズミの方が良い場合が多い(SheridaL1956b,Sheridan

＆Shrout,1966,Ｌund，1965)。

シロネズミで白黒弁別前に脳梁切断を行っても，Ｉﾋﾞﾄﾞｉｆ

群63.8％の節約率が53.6％に低下するにすぎず

(Sheridan，1965ｂ)，各眼コンフリクト弁別，非訓練眼

による逆転学習，いずれの場合も脳梁切断の顕著な効果

は認められない（Sheridaml965a)。他方ズキンネズミ

ウサギ

ウサギでは正常個体においても明度弁別で節約率５０

％程度の転移でしかなく（Dikenson＆Riesen,1977),縦

横弁別では更に低い(ＶａｎＨｏｆ，1970,ＶａｎＨｏｆ＆Van

derMark,1976ａ,ｂ)。これはシロネズミより更に劣り，

又，交連切断の報告例はない。

ネコ

ネコを用いた実験例は多く，正常な個体でも視交又を

切断した個体でもオペラソト弁別の両眼間転移が認めら

れている(Myers,1955；1959,Berlucchi＆Marzi,1970,

IIranchunck＆Webster，1975,Marziら，1976)。

視交又切断に加えて脳梁を切断しておくと，図形弁別

の転移が見られなくなるが（Sperryら,1957,Meikle＆

Sechzer，1960)，課題がやさしい場合には転移があり
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(Myers，1959)，強化子を食餌でなく電撃にすると，食

餌強化では転移が見られない場合にも転移がある(Sech‐

zer,1963；1970)。更に，視交又及び削脳交連すべてを

切断しても，視交又切断ののみ状態で両眼間転移訓練の

経験をさせておけば，転移が認められる場合がある

(Buchtelら,1970,Berlncchiら，1978)。又，脳梁の内

では，その後半部が図形弁別の転移に必要であるとされ

ている（Myers，1961)。

明度弁別に関しては視交又，脳梁切断によっても転移

の消失がないが（Meikle＆Sechzer，1960,Sechzer,

1970)，課題が困難であれば転移が見られない（Meikle，

1960)。しかし，視交又，脳梁に加えて飢交連,後交連，

海馬交連（hippocampalcommissure)，上丘（superior

colliculus）及び中間塊(massintermedias)をも切断す

れば転移は全く見られない（Meilkle,1964)。

レスポンデント条件づけについては，閃光をＣｓ，咽

撃をＵＳとする前肢の引っ込み反応の条件づけの転移

が，脳梁，前交連,後交連Ⅲ海馬交連，手綱交連（habe‐

nularcommissure)，中間塊が切施されていても，祝

交又か上丘が完全であれば，認められる（Voneida，

1963)。

従って，ネコのiIll眼間転移には脳梁が一定の役割を果

しているものの，上丘間でかなりの情報伝達がなされて

おり，他の前脳交連の役割はむしろ少ないと思われる。

視覚領一側性破壊の研究では，図形弁別の比較的やさ

しい課題は両側性に記憶形成がなされるが，難しい課題

では一側性に形成されるという知見が得られており

(Myers＆Sperry,1958)，これは前述の切断実験と一致

する。又，明度弁別の転移では,皮質を破壊した後でも，

上丘がその機能を代替するという知見が得られてオアリ

(wood，1975)，これも切断実験の結果と一致する。

Sechzer(1970)は，視交又切断と視覚領一側性破壊を

行い，破壊半球から正常半球への転移はあるものの，そ

の逆方向への転移は見られないとしている。この種の－

側破壊実験における転移の－方向性は，Ｐｅｃｋ＆Ｃｒｅｗ‐

ther（1975)でも，又，サルの実験でも認められている。

両眼間転移の神経生理的な機構として両眼駆動性ニュ

ーロンの存在が指摘されている。Sherman（1971）は，

両眼からの視情報が17,18,19野に集中する事から，こ

れらの領野が転移を担うと考えた。Berlucchiら（1978）

は図形弁別において，１７，１８野に加えて１９野が破壊さ

れると，破壊半球から正常半球への転移が阻止されると

している。

但し，Marziら（1976）はシャムネコと普通のネコの

比較において，又，Gantzら（1972）は感覚遮断実験に

おいて，両眼駆動性ニューロンの数と転移の対応関係を

認めていない。

その他，視交又，脳梁，海馬交連切断後に前肢の引っ

こみ反応の電撃回避条件づけを行うと，Ｃｓによる視覚

誘発電位は訓練半球に限局して検出されたが，運動野に

おいては両側性にリズミックな活動が見られたという知

見（Majkowski，1967）もある。

サル

サルの実験例は豊富である。現在の所，前交連と脳

梁膨大部（splenium）が完全であれば，視交又を切断し

ておいても転移が認められている（IIamilton＆Brody、

1973,Hamilton＆Gazzaniga,1964,Hamiltonら,1968,

Sullivan＆Hamilton，1973ⅢBlack＆Myers，1964)。

色弁別についてはTreverthen（1962）が両眼マッチ

ングの手法で前交連，脳梁膨大部切断後も転移を認めて

いるが，Hamiltonら（1968）は同じ手法で追試をし，

これを確認していない。

又，脳梁膨大部の前部は後頭外皮質（extraoccipital

cortex）を連絡し，後部は後頭皮質（occipitalcortex）

を連絡する事からⅢその選択的な切断を試みた実験もあ

るが，両者の明確な差を兄い出していない（Tieｍａｎ＆

Hamilton，1974)。

やや特殊な手法であるが，Ｄｏｔｙ＆Negrao（1973)は

一側の17野に対する電気刺激を信号とするレバー押しを

訓練し，対側１７野の刺激でも反応が生ずる事を報告し

た。他方，１９野の刺激は同側であっても反応を生ぜし

めなかった。しかし，前交連と脳梁を切断しておくと，

この両球間転移は阻止された。更に，脳梁膨大部を除く

脳梁と前交連を切断し，脳梁膨大部に係蹄４をかけてお

き，訓練後に，局所麻酔下で脳梁膨大部を切断すると転

移は消夫した。しかし，脳梁膨大部切断前に，非訓練半

球でわずか18試行の訓練を行うと脳梁膨大部切断後も転

移が見られた。逆に，脳梁膨大部を除く脳梁を切断し，

前交連に係蹄をかてけおいて同様の実験を行うと，前交

連切断後も転移が認められた。これらの事からＤｏｔｙと

Negrnoは－側性記憶形成及び脳梁膨大部が対側半球に

形成された記憶の読み出しを担っている事を主張した。

一方，Bulter（1968）は視交又と、交連の切断後に

ＷＧＴＡで単眼訓練を行い，その後に海馬交連及び脳梁

の切断を行っても転移が認められる事から，－側性入力

にもとづく記ti1iiの両側性形成を主張している｡又Hamil‐

to、(1977）も加交連又は脳梁膨大部を除く交連切断を施
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した個体で単眼図形弁別を行った後に，残存していた交

連を切断しても転移が認められるとしている。従って，

Ｄｏｔｙ＆Negrao（1973）とは一致しない。これらの実験

間の不一致には訓練量や課題の困難度の不ぞろいが原因

として考えられ，Ｄｏｗｎｅｒ（1962）では，ネコの場合と

同様に，サルにおいても，やさしい課題はIIllll性に，難

しい課題は－側性に形成されるという知見を得ている。

破壊実験ではＺｅｋｉ（1967)が視交又切断と前線条皮質

(prestriatecortex)の一側性破壊を行い，ＷＧＴＡの弁

別が破壊半球から正常半球には転移するが，その逆方向

の転移は不完全であり，かつその程度は破壊の程度に対

応するという知見を得た。この種の転移の一方向性は，

破壇半球での学習にはより多くの訓練を必要とし，その

間に非訓練半球にも記憶が形成されるのに対し，正常半

球での学習は迅速であり，その間には破壊半球での記憶

が形成されない為とされている。（実際，両半球の対称

性破壊を行うと転移は完全であった｡）

Gross＆Mishikin（1977）は下部側頭葉（infero

temporalis）に脳梁膨大部Ⅲ前交迎を介してlili眼からの

視情報が集束する事が両眼間転移の生理的基盤であると

した。下部側頭葉を両側性に破壊すると視交又切断の個

体において，前交連，脳梁膨大部切断の場合と同じ様な

転移の阻害が認められた。

その他，視交又切断の生後からの時期の効果（Ｙａｍａ‐

guchi＆Myers,1972)，単一課題では転移が認められ

ない場合にも学習セットの転移が認められる（Noble，

1973,IIaral972）等の報告がある。

の神経系は特殊であるが，他の脊椎動物では，中枢神経

系の系統発生に従って，より高度の交連が転移を担う様

になっている。

－側性入力にもとづく記憶形成についてはデータが少

く，又，実験操作によっても変容するが，サカナ・トリ

・ネズミでは，－側形成又は－側優位形成を示す場合が

多く，ネコ・サルでは，課題が難しい場合に－側形成が

示される様である。

注1）１９７３年までの刺激条件を中心とする展望は渡辺

（1973）を参照されたい。

注2）同じ交連をトリの研究者問ではsupraopticde
cussation（DSO）と呼ぶ。

注3）Wulstはhyperstriatumaccesoriumを中心と

する鳥類大脳のもりがあった部分をさし，研究者

間でその範囲に若干の相違がある㈱この場合は，

上記の部位とintercalatumsuperius及びdos、

ａｌｅを含む。

注4）係蹄（snare)は針金の環を引きしめて茎状組織を

切断する道具。
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